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　2022 年７月 27 日 ( 水 ) から 28 日 ( 木 ) に京都府の京
都テルサにて、第 45 回日本基礎老化学会大会が開催さ
れました。コロナ禍以前は一年に数回、学会参加の為京
都を訪れていましたが、今回は 2019 年以来約３年ぶり
の京都でありました。私は修士２年生であった 2018 年
より本学会に所属しており、これまでにも大会や市民
フォーラムには参加しておりましたが、学位を取得して
から初めての参加であったため少し緊張しつつ、ボスで
ある福井浩二先生と共に京都に向かいました。
　第 45 回大会は京都光華女子大学の細川昌則先生が大
会長を務められ、「基礎老化研究と炎症論」というテー
マで開催されました。両日ともに既に見慣れた対面とオ
ンラインのハイブリット形式での開催でした。
　初日には一般演題と細川先生による教育講演、そして
日韓合同シンポジウムが行われました。一般演題はバイ
オマーカー、細胞老化、筋・心臓のセッションが行われ、
教育講演では老化促進モデルマウス（SAM）について、
日韓合同シンポジウムでは炎症と疾患に関してのご講演
が行われました。この初日の休憩時間に石井恭正先生か
らお声がけ頂き、本稿の執筆に至りました。新型コロナ
ウイルス感染第７波の到来により、残念ながら懇親会は
ありませんでした。
　２日目は SAM 学会学術大会との並行開催であり、日
本基礎老化学会大会では一般演題 ( 酸化ストレス、代
謝・寿命、脳・神経のセッション ) と京都大学の近藤祥
司先生による教育講演、昼食休憩時にはランチョンセミ
ナーも行われました。教育講演は、老化研究のこれまで
の流れと今後に関するご講演でした。初日に引き続き２
日目の内容も、全てが興味深く、多くのことを学ばせて
いただきました。特に、私の発表の座長も務めていただ
いた、京都大学の柿澤昌先生の老化とリアノジン受容体
によるカルシウムホメオスタシスの変化に関するご発表
は、ちょうど私が勉強し始めていた内容だったこともあ
り、熱心に勉強させていただきました。私自身は２日目
に発表し、３名の先生方からご質問いただきました。今
回ご発表されていた他の先生方のスライドや言葉の選択
などを参考にし、より明快な発表をできるように努力し

たいと思いました。次年度以降の日本基礎老化学会大会
でも、発表できるよう精進していきますので、ご指導ご
鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
　今回第７波が到来していたが、非常に厳重な感染対策
の上で、本会は対面とオンラインのハイブリット開催で
実現されました。このような非常に大変な状況下で第
45 回日本基礎老化学会大会を開催し成功に導いた、大
会長の細川先生をはじめ、すべての関係者の方々にこの
場をお借りして深く感謝いたします。
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